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反
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の
切
り
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す
。
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こ
れ
ま
で
に
も
、
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く
の
皆
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に
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や
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の
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た
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、
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託
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を
半
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と
い
う
中
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を
大
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く
上
回
る
職
員
配
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を
実
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す
る
こ
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が
で
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ま
し
た
。
本
当
に
あ
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が
と
う
ご
ざ
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ま
す
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よ
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な
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出
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り
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が
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動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
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来
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度
予
算
を
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討
す
る
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京
都
に
利
用
者
、
労
働
者
、
市
民
の
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を
突
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て
行
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い
と
思
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す
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け
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入
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の
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室
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室
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教
室
」（（（（「
知
的
障
害
者
」）
や
法
律
相
談
な
ど
の
講
習
、
講
座
や
相
談
事
業
の
多
く
を
廃
止
す
る
と
い
う
障
館
事
業
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す
。

代
筆
、
点
字
、
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
で
署
名
し
た
際
に
は
、
印
鑑
を
お
願
い
し
ま
す
。

        

★
賛
同
団
体

★
賛
同
団
体

★
賛
同
団
体

★
賛
同
団
体

　
団
体
名
、
連
絡
先

　
団
体
名
、
連
絡
先

　
団
体
名
、
連
絡
先

　
団
体
名
、
連
絡
先

　
な
お
、
公
表
す
る
際
に
は
、
団
体
名
の
み
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
公
表
す
る
際
に
は
、
団
体
名
の
み
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
公
表
す
る
際
に
は
、
団
体
名
の
み
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
公
表
す
る
際
に
は
、
団
体
名
の
み
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
を
守
る
利
用
者
の
会

★
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
を
守
る
利
用
者
の
会

★
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
を
守
る
利
用
者
の
会

★
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
を
守
る
利
用
者
の
会

　
視
覚
障
害
者
労
働
問
題
協
議
会
、
点
字
あ
ゆ
み
の
会
、
グ
ル
ー
プ

　
視
覚
障
害
者
労
働
問
題
協
議
会
、
点
字
あ
ゆ
み
の
会
、
グ
ル
ー
プ

　
視
覚
障
害
者
労
働
問
題
協
議
会
、
点
字
あ
ゆ
み
の
会
、
グ
ル
ー
プ

　
視
覚
障
害
者
労
働
問
題
協
議
会
、
点
字
あ
ゆ
み
の
会
、
グ
ル
ー
プ
・
飛
躍
、
新
ア
マ
リ
リ
ス
会
、
全
国
視
覚
障
害
者
雇

・
飛
躍
、
新
ア
マ
リ
リ
ス
会
、
全
国
視
覚
障
害
者
雇

・
飛
躍
、
新
ア
マ
リ
リ
ス
会
、
全
国
視
覚
障
害
者
雇

・
飛
躍
、
新
ア
マ
リ
リ
ス
会
、
全
国
視
覚
障
害
者
雇
用
促
進
連
絡
会
、
東
京
韮
山
言
語
障
害

用
促
進
連
絡
会
、
東
京
韮
山
言
語
障
害

用
促
進
連
絡
会
、
東
京
韮
山
言
語
障
害

用
促
進
連
絡
会
、
東
京
韮
山
言
語
障
害

友
の
会

友
の
会

友
の
会

友
の
会

　　　　
★
賛
同
団
体

★
賛
同
団
体

★
賛
同
団
体

★
賛
同
団
体

　
三
田
サ
ー
ク
ル
、
囲
碁
サ
ー
ク
ル

　
三
田
サ
ー
ク
ル
、
囲
碁
サ
ー
ク
ル

　
三
田
サ
ー
ク
ル
、
囲
碁
サ
ー
ク
ル

　
三
田
サ
ー
ク
ル
、
囲
碁
サ
ー
ク
ル



　　　　
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
の
事
業
、
職
員
定
数
、
予
算
の
大
幅
削
減
に
抗
議
し
、
２
０
０
０
年
度
並
の
復

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
の
事
業
、
職
員
定
数
、
予
算
の
大
幅
削
減
に
抗
議
し
、
２
０
０
０
年
度
並
の
復

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
の
事
業
、
職
員
定
数
、
予
算
の
大
幅
削
減
に
抗
議
し
、
２
０
０
０
年
度
並
の
復

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
の
事
業
、
職
員
定
数
、
予
算
の
大
幅
削
減
に
抗
議
し
、
２
０
０
０
年
度
並
の
復

活
と
一
層
の
充
実
を
求
め
る
署
名

活
と
一
層
の
充
実
を
求
め
る
署
名

活
と
一
層
の
充
実
を
求
め
る
署
名

活
と
一
層
の
充
実
を
求
め
る
署
名

 

（
陳
情
団
体
）

　
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
を
守
る
利
用
者
の
会

 

（
要
請
事
項
）

　
１
、
今
年
度
に
強
行
し
た
予
算
、
職
員
定
数
の
削
減
を
反
省
し
、
来
年
度
予
算
に
お
い
て
は
２
０
０
０
年
度
の
状
況
と
同
程
度
、
あ
る
い
は
一
層
の
予
算
、
人
員
の
配

置
を
行
う
よ
う
要
請
し
ま
す
。

　
２
、
今
年
度
に
廃
止
を
強
行
し
た
講
習
・
講
座
、
相
談
事
業
な
ど
全
て
の
事
業
を
直
ち
に
復
活
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
３
、
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
を
都
の
事
業
と
し
て
充
実
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
４
、
東
京
都
の
事
業
と
し
て
の
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
の
廃
止
や
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
と
な
る
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
条
例
の
改
悪
は
決
し
て
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

（
要
請
の
趣
旨
）

　
私
達
は
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
（
以
下
障
館
）
の
予
算
、
職
員
定
数
、
事
業
の
大
幅
な
削
減
に
抗
議
す
る
と
共
に
、
障
館
の
事
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

来
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
２
０
０
０
年
度
の
状
況
と
同
程
度
、
あ
る
い
は
一
層
の
予
算
、
人
員
、
事
業
規
模
を
確
保
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　
障
館
は
１
９
７
５
年
に
「
障
害
者
が
使
い
や
す
く
集
ま
り
や
す
い
会
館
が
欲
し
い
」
と
い
う
多
く
の
障
害
者
の
運
動
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
会
館
で
す
。
年
間
２
１
万
人
以
上
の

利
用
者
が
あ
り
、
都
内
は
も
と
よ
り
近
県
の
障
害
者
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
障
害
者
と
共
に
歩
も
う
と
す
る
健
常
者
に
と
っ
て
も
掛
け
替
え
の
な
い
も

の
で
す
。「
障
館
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
私
た
ち
の
会
は
活
動
し
て
こ
れ
た
」
と
言
う
の
が
利
用
者
の
切
実
な
思
い
で
す
。

　
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
東
京
都
は
、
今
年
度
予
算
を
昨
年
度
に
比
べ
２
６.

３
％
も
削
減
し
、
講
習
講
座
の
全
廃
、
字
幕
付
き
映
画
フ
ィ
ル
ム
貸
し
出
し
上
映
の
廃
止
、
相
談
事

業
の
一
部
廃
止
な
ど
多
く
の
障
館
事
業
を
廃
止
し
ま
し
た
。
福
祉
局
は
、
削
減
さ
れ
た
事
業
が
市
区
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
都
議
会
な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
が
他
で
同
種
の
事
業
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
検
討
を
し
た
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
今
年
度
の
障
館
の
職
員
（
嘱
託
員
を
含
む
）
の
定
数
を
２
０

０
０
年
度
の
職
員
数
の
約
半
分
（
３
０
人
か
ら
１
６
人
）
に
削
減
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
、
削
減
さ
れ
た
事
業
の
運
営
さ
え
困
難
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
利

用
者
や
障
館
の
職
員
、
労
働
組
合
が
反
対
の
声
を
上
げ
た
結
果
、
定
数
を
上
回
る
人
員
配
置
（
２
４
人
）
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
１
６
人
の
職
員
定
数
は
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
今
年
度
の
実
際
の
職
員
配
置
に
し
て
も
昨
年
度
に
比
べ
６
人
減
ら
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
福
祉
局
は
、
来
年
度
に

向
け
定
数
に
ま
で
職
員
を
削
減
す
る
以
降
を
示
し
て
お
り
、
来
年
度
定
年
な
ど
で
６
人
の
職
員
が
止
め
る
こ
と
は
既
定
の
事
実
で
す
。

ま
た
福
祉
局
は
、
存
続
し
た
事
業
さ
え
東
京
都
の
事
業
と
し
て
の
廃
止
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
都
庁
内
部
で
は
、
障
館
事
業
の
区
市
町
村
へ
の
移
管
、「
障
館
の
存
在
意
義

が
薄
れ
て
い
る
」
な
ど
、
障
館
の
廃
止
に
さ
え
つ
な
が
り
か
ね
な
い
主
張
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
利
用
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。
職
員
の
労
働
条
件
の
悪
化
も
許
せ
ま
せ
ん
。
職
員
の
労
働
条
件
の
悪
化
は
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
直
結
す
る
か
ら
で
す
。
障
館
事
業
の
充
実
発
展
こ
そ
必
要
な
の
で
す
。

　
東
京
都
の
事
業
と
し
て
障
館
を
充
実
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
、
住
民
の
福
祉
を
第
一
の
課
題
と
す
る
地
方
自
治
体
・
東
京
都
の
取
る
べ
き
施
策
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

石
原
都
知
事
　
殿

石
原
都
知
事
　
殿

石
原
都
知
事
　
殿

石
原
都
知
事
　
殿
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４
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話
・
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名
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所


